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新年のごあいさつ
商工会法施行50周年記念式典・全国大会
地域力宣言2010 ニッポン全国物産展
業種別等経営支援策意見交換会
商工会はいま−Vol.82 〜生坂村商工会〜
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経営ワンポイントアドバイス
　中小企業に役立つＩＴ活用方法アドバイス
法律ワンポイントアドバイス
　「良い」契約書の作り方
信州お出かけ食べルート
　�木曽中山道ツアー�〜宿場と酒蔵を訪ねて〜
　体にやさしい高原ドライブ�〜木曽山間部をめぐるルート〜

長野県商工会連合会のホームページ・E-mail アドレス
http://www.nagano-sci.or.jp/
shokoren@nagano-sci.or.jp

　毎年お菜採りを楽しみにしていただいてい
るお客様で大変賑わうイベントです。
　標高が高く、晩秋には何度も霜が降りるこ
ともあり、中条の農家が丹精込めて作ったお
菜はやわらかくておいしいと好評をいただい
ております。（中条商工会）

お菜（野沢菜）採りツアー
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
県
下
商
工
会
及
び
商
工
連
の
事
業
推
進
に

格
段
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
昭
和
35
年
に
商
工
会
法
が
施
行
さ
れ
て
50
周
年

に
あ
た
り
、
本
会
で
も
７
月
に
記
念
式
典
を
開
催
し
、
県

下
商
工
会
関
係
者
が
集
い
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
新
た
な
商
工
会
づ
く
り
に
よ
る
一
層
の
飛

躍
を
と
も
に
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

小
規
模
企
業
は
わ
が
国
企
業
全
体
の
87
％
を
占
め
、
日

本
経
済
の
根
幹
を
担
う
存
在
で
あ
り
、
小
規
模
企
業
の
経

営
力
や
生
産
性
の
向
上
な
く
し
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
・
地
域
振
興
や
わ
が
国
経
済
の
成
長
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
は
引
き
続
き
国
や
県
に
小
規
模
企
業
振
興
策
の
充

実
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
下
の
経
済
状
況
は
、
需
要
停
滞
、
消
費
鈍
化
、
高
齢
化
、

過
疎
化
、
産
業
構
造
の
変
化
等
に
加
え
、
株
安
、
円
高
に

見
舞
わ
れ
て
お
り
、
地
域
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
の
厳
し
さ
は
一
層
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長

野
県
の
商
工
会
で
は
、
県
連
、
全
国
連
と
連
携
し
全
組
織

を
挙
げ
て
、
採
算
の
悪
化
、
資
金
繰
り
に
苦
慮
す
る
企
業

の
支
援
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
た
め
、
資
金
繰
り
を
始

め
小
規
模
企
業
の
相
談
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
商
工

会
で
は
、
従
来
の
金
融
、
税
務
、
記
帳
、
労
務
等
の
相
談

の
み
な
ら
ず
、
高
度
専
門
的
な
相
談
案
件
に
も
応
え
ら
れ

る
体
制
を
構
築
し
、「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
」事
業
や「
応

援
セ
ン
タ
ー
な
が
の
」
事
業
に
よ
る
専
門
家
の
派
遣
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
商
工
会
の
自
己
改
革
も
必
要
で
あ
り
、
小
規
模

企
業
支
援
体
制
の
一
層
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
策
定

し
た
「
商
工
会
新
改
革
プ
ラ
ン
～
継
続
変
革
～
」
の
実
現

に
向
け
た
施
策
に
順
次
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

同
プ
ラ
ン
に
沿
い
、
商
工
会
職
員
の
人
事
制
度
の
再
構
築

を
進
め
て
お
り
、
処
遇
や
人
事
評
価
を
大
き
く
変
更
し
ま

し
た
。
ま
た
、
補
助
対
象
職
員
の
人
事
権
一
元
化
や
経
営

指
導
員
資
格
更
新
制
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
商
工
会
長
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
年
４
月
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
に
向
け
歩
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
商
工
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て

「
企
業
と
地
域
の
『
問
題
解
決
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
』」

と
今
後
の
方
向
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
商
工
会
は
、
改
め

て
こ
の
方
向
を
再
認
識
し
、
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
終
わ
り
に
、
会
員

企
業
の
皆
様
、
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
希
望

に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

商
工
会
新
改
革
プ
ラ
ン
の
実
現
を

長
野
県
商
工
会
連
合
会
　
会
長
　
佐
藤
　
惇

新 年 の ご あ い さ つ
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
本
県
経
済
は
、
円
高
と
デ
フ
レ

の
影
響
を
受
け
大
変
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
、
県
と
し
て

は
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
・
雇
用
対
策
に
よ
り
経
済
を
下

支
え
し
ま
し
た
。
ま
た
、
春
の
飯
田
の
お
練
り
ま
つ
り
や

諏
訪
大
社
御
柱
祭
や
秋
の
信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
大
勢
の
観
光
客
に
信
州
へ
お
い
で

い
た
だ
き
、
県
内
経
済
に
プ
ラ
ス
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
行
わ
れ
た
知
事
選
挙
で
、
私
は
県
民
の
皆
様

の
厳
粛
な
負
託
を
い
た
だ
き
、
長
野
県
知
事
に
就
任
し
ま

し
た
。
私
が
生
ま
れ
た
１
９
６
０
年
は
日
本
が
高
度
経
済

成
長
へ
と
進
も
う
と
し
て
い
た
時
期
で
し
た
が
、
低
成
長

の
時
代
に
移
り
、
価
値
観
の
変
化
、
地
方
分
権
の
推
進
等

社
会
経
済
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
歴
史
の
転

換
期
に
あ
っ
て
、
時
代
の
要
請
に
応
え
、
私
達
は
、
勇
気

を
持
っ
て
、
国
や
地
方
自
治
体
の
か
た
ち
、
社
会
経
済
の

新
春
を
迎
え
て長

野
県
知
事
　
阿
部
　
守
一



3 ●商工連ながのH23.1月号

仕
組
み
、
行
政
運
営
の
あ
り
方
を
変
革
し
、
新
た
な
道
を

切
り
拓
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
は
、
地
域
社
会
の
ど
こ
に
も
あ
っ
た
温
か
い
人

情
、
人
間
関
係
や
地
域
の
絆
が
希
薄
に
な
り
、
そ
れ
を
象

徴
す
る
か
の
よ
う
に
自
殺
、
孤
独
死
、
児
童
虐
待
等
心
を

痛
め
る
よ
う
な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

困
難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
、
県
民
の
皆
様
の
確

か
な
暮
ら
し
を
守
り
、県
民
の
皆
様
が
主
役
の「
県
民
主
権
」

の
県
政
運
営
の
実
現
を
目
指
し
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
し
い
時
代
を
展
望
し
た
長
野
県
づ
く
り

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
的
な
施
策
推
進
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示

す
た
め
、新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
平
成
23
年
度
当
初
予
算
で
は
、

当
面
の
経
済
・
雇
用
情
勢
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、「
教
育
・

子
育
て
先
進
県
の
実
現
」「
産
業
力
・
地
域
力
の
強
化
」「
暮

ら
し
の
安
心
確
保
」「
県
民
主
権
の
自
立
し
た
県
政
の
実
現
」

を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。　

　

日
本
の
将
来
に
明
る
い
未
来
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
い

時
代
で
す
が
、
萎
縮
せ
ず
、
自
分
達
の
未
来
は
自
分
達
で

創
る
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
歴
史
を
見
て
も
、
信
州
人
は
、
直
面
す
る
困
難

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、固
い
絆
と
積
極
果
敢
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い

て
き
ま
し
た
。

　

知
事
と
し
て
、
勤
勉
で
高
い
見
識
と
進
取
の
気
性
に
富

ん
だ
県
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
て
、
信
州
の
く
に
づ
く
り

に
挑
戦
で
き
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
と
幸
せ
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新 年 の ご あ い さ つ
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
23

年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

  

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
急
激
な
円
高
や
デ
フ
レ
の
進

行
が
続
く
な
ど
、
全
体
と
し
て
回
復
力
は
弱
く
、
と
り
わ

け
、
地
方
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
都
市
と
地
方
、
中
心
市
街
地
と
周
辺
部
の
地
域

間
格
差
も
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
特
に
、
過
疎
化
・
高
齢
化

に
悩
む
地
域
の
疲
弊
は
大
き
く
、
日
常
生
活
の
基
盤
と
も

い
う
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
す
ら
困
難
に
な
る
地
域

も
現
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
昨
年
は
、
商
工
会
法
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
11
月
26
日
、

東
京
・
日
本
武
道
館
に
お
い
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご

臨
席
の
も
と
、
全
国
の
商
工
会
員
・
青
年
部
員
・
女
性
部

員
合
わ
せ
約
一
万
人
が
参
集
し
、
商
工
会
法
施
行
50
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
式
典
に
お
い
て
は
、
次
な
る
50
年
に
向
け
て
、

「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
」
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
改
め
て
再
認
識
し
、
そ
の
使
命
で
あ
る
徹
底
し
た
巡
回

訪
問
を
通
じ
、
地
域
の
活
性
化
並
び
に
中
小
企
業
の
振
興

発
展
に
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
を
、
全
国

の
皆
様
と
と
も
に
固
く
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
に
引
き
続
い
て
開
催
し
た
商
工
会
全

国
大
会
で
は
、
政
府
・
与
党
等
に
対
し
、
景
気
対
策
の
実

行
や
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の
拡
充
、
生
活
の
場
と
し

て
の
地
方
の
活
力
の
再
生
を
強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、
私

た
ち
商
工
会
と
し
て
も
、
巡
回
訪
問
の
強
化
等
に
よ
る
会

員
満
足
度
の
向
上
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
議
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
商
工
会
は
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
じ
、
失
わ

れ
行
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
唯
一
の
砦
と
し
て
、

今
後
と
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
商
工
会
法
施
行
50
周
年
を
契
機
に
、今
年
は
「
商

工
会
は
行
き
ま
す  

聞
き
ま
す  

提
案
し
ま
す
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
今
こ
そ
創
設
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
地
域

の
事
業
者
や
住
民
に
と
っ
て
、
真
に
頼
り
と
な
る
商
工
会

と
な
る
べ
く
、
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員
の
皆
様
並
び
関
係
各
位

に
と
り
ま
し
て
今
年
が
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

全
国
商
工
会
連
合
会
　
会
長
　
石
澤
　
義
文



商工連ながのH23.1月号● 4

　

全
国
連
で
は
11
月
26
日
に
東
京
都
「
日
本

武
道
館
」
で
、
商
工
会
法
施
行
50
周
年
記
念

式
典
及
び
商
工
会
全
国
大
会
を
挙
行
し
、
長

野
県
内
か
ら
も
商
工
会
関
係
者
約
５
０
０
名

が
参
加
す
る
中
、
全
国
か
ら
総
勢
約
１
万
人

が
参
集
し
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の

も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
法
施
行
50
年
の
商
工
会

の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
い
ま
ま
で

の
商
工
会
活
動
に
対
し
て
天
皇
陛
下
か
ら
感

謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

記
念
表
彰
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
表
彰
・
中

小
企
業
庁
長
官
表
彰
・
全
国
連

会
長
表
彰
が
各
代
表
受
彰
者
に

対
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
引
き
続
き
開
催

さ
れ
た
商
工
会
全
国
大
会
で
は
、

多
く
の
国
会
議
員
の
先
生
方
が

ご
臨
席
の
中
、
意
見
表
明
・
大

会
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
幕
開

け
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
か
ら
29
日
の
３
日
間
、
東
京
・
池

袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て
全
国
商
工
会
連

合
会
主
催
「
地
域
力
宣
言
２
０
１
０ 

ニ
ッ
ポ
ン

全
国
物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
は
、
地
域
産
品
販
路

開
拓
支
援
基
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、
全
国
に

お
け
る
地
域
資
源
等
を
活
用
し
て
開
発
さ
れ
た

特
産
品
を
中
心
に
、
各
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
産
品
を
一
堂
に
集
め
、
そ
の
成
果
普
及
や
関

係
者
の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

各
地
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
産
業
お
こ
し
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
自
立
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
47
都
道
府
県
か
ら
出
展
者
総
数
３
５
７

事
業
者
の
う
ち
、
長
野
県
の
商
工
会
関
係
か
ら

は
、
協
和
社
（
佐
久
市
望
月
）、
合
同
会
社
信
州

自
然
村
（
南
箕
輪
村
）、天
恵
製
菓
株
式
会
社
（
豊

丘
村
）、
生
坂
村
商
工
会
、
有
限
会
社
テ
ィ
ー
エ

ム
（
白
馬
）
の
出
展
者
が
、
地
域
の
特
産
品
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
全
国
の
ご
当
地
な
ら
で
は
の

地
元
の
自
慢
の
お
や
つ
を
集
約
し
、
来
場
者
に

よ
る
投
票
で
人
気
の
高
か
っ
た
商
品
を
表
彰
す

る
「
全
国
ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が
同

時
開
催
さ
れ
、
長
野
県
か
ら
は
天
恵
製
菓
株
式

会
社
（
豊
丘
村
）
が
「
市
田
柿
ム
ー
ス
」
を
出

品
し
、
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
開
催
に
あ
た
り
商
工
連
佐
藤
会
長
よ

り
出
展
事
業
者
に
対
す
る
激
励
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
会
期
中
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
場
者

は
３
日
間
累
計
約
15
万
人
に
の
ぼ
り
、
大
盛
況

で
し
た
。

天皇皇后両陛下もご臨席されました

商
工
会
法
施
行
50
周
年
記
念
式
典

及
び
商
工
会
全
国
大
会
の
開
催

地
域
力
宣
言
２
０
１
０ 

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展

全
　
国
　
連
　

全国から１万人が参集した商工会法施行50周年念式典

出展業者に激励の挨拶をする佐藤県連会長

お客様で賑わう天恵製菓（豊丘村）のブース
「市田柿ムース」は全国ご当地おやつランキング４位に入賞
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地
域
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
一
昨
年
か

ら
続
く
世
界
不
況
、
円
高
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
経
済
、

社
会
面
に
お
い
て
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
で
は
、
公
共
事
業
等
の
大
幅
な
減
に
よ
る
事
業

縮
小
や
異
分
野
へ
の
進
出
、
製
造
業
で
は
、
生
産
拠
点
の

海
外
移
転
に
よ
る
受
注
確
保
問
題
や
多
品
種
・
少
ロ
ッ
ト
・

短
納
期
等
の
対
策
に
係
る
技
術
対
応
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス

業
で
は
大
型
店
・
量
販
店
の
定
着
化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
等
に
よ
る
店
舗
の
減
少
や
買
い
物
弱
者
の
増
加
、

観
光
業
で
は
、
景
気
悪
化
に
伴
う
消
費
者
の
節
約
志
向
等

に
よ
る
観
光
客
及
び
観
光
消
費
額
の
落
込
み
、
過
疎
地
域

で
は
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
若
者
不
在
等
の
こ
う
し
た

環
境
の
激
変
を
踏
ま
え
、
会
員
企
業
が
直
面
し
て
い
る
経

営
課
題
等
を
把
握
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
経
営
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
必
要
な
の
か
等
に
つ
い
て
県
下
の
経
営
指

導
員
を
中
心
に
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
建
設
業
・
製
造
業
・
小
売
、
サ
ー
ビ
ス

業
・
過
疎
地
域
の
５
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
、
業
種
別
ご

と
の
現
況
と
課
題
を
明
確
に
し
、
課
題
解
決
に
お
け
る
支

援
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
支
援
テ
ー
マ
に
基
づ
く
具
体

的
支
援
策
の
展
開
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
産
業
振
興
、
地
域
振
興
に
果
た
す
商
工

会
の
役
割
を
認
識
し
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
に
い
る

会
員
企
業
の
た
め
に
、
各
指
導
員
が
支
援
に
関
す
る
情
報

を
共
有
し
、
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向
上
に
よ
り
、
今
ま
で
以

上
に
会
員
企
業
等
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
目
指
し
、

業
種
別
等
経
営
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

県
青
連
で
は
、
11
月
17
日
、
18
日
と

松
本
市
で
、
青
年
部
員
事
業
所
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
図
り
、
互
い

に
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の

交
流
を
深
め
、
部
員
間
取
引
の
拡
大
に

よ
る
売
上
増
加
を
目
的
と
し
て
「
商
工

会
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交

流
会
」
を
開
催
。
県
下
よ
り
、
青
年
部

員
53
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
の

計
画
か
ら
参
画
い
た
だ
い
て
い
る
株

式
会
社
Ｍ
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

黒
沢
正
行
氏
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
業
種
別
の
４
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
個
別
名
刺
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
別
室
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
な
い
部
員
に
対
し
、「
み

ん
な
で
持
と
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
～
ク

ラ
ブ
イ
ン
パ
ル
ス
の
活
用
方
法
～
」
と

題
し
た
研
修
会
と
、
展
示
会
へ
の
出
展

に
よ
り
販
路
拡
大
を
目
指
す
部
員
に

対
し
て
は
、「
効
果
的
な
展
示
会
活
用

方
法
～
機
械
要
素
展
ノ
ウ
ハ
ウ
～
」
と

題
し
た
ゴ
コ
ー
電
工
株
式
会
社　

五

味
寛
二
氏
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
単
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

持
つ
だ
け
で
な
く
効
果
的
に
活
用
し
、

売
り
上
げ
増
加
を
促
進
さ
せ
る
た
め

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
と

診
断
～
Ｈ
Ｐ
自
己
診
断
手
法
と
最
新

の
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
～
」
と
題
し
株
式
会
社

情
報
戦
略
研
究
所　

佐
藤
晴
志
氏
に

講
演
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を

受
け
た
元
青
年
部
員
の
松
本
ス
プ
リ

ン
グ
株
式
会
社　

原
田
俊
樹
氏
と
由

井
機
械
株
式
会
社　

由
井
成
篤
氏
に

事
例
発
表
を
い
た
だ
き
、
両
企
業
の
経

営
革
新
計
画
承
認
取
得
の
支
援
を
さ

れ
た
黒
沢
正
行
先
生
よ
り
承
認
取
得

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
有
意
義

な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

売
上
増
を
目
的
に
開
く

原田俊樹氏 効果的な展示会活用方法について
講演する五味寛二氏

ホームページのビジネス活用
について講演する佐藤晴志氏

由井成篤氏

熱心な議論が交わされた
グループディスカッション

長
野
県
商
工
会
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

経営革新計画承認取得の
アドバイスをする黒沢正行氏

業種ごとの経営支援策について、経営指導員を中心に意見交換

経
営
指
導
員
の
意
見
交
換
会
を
開
催

経
営
支
援
の
拡
充
！
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生
坂
村
（
い
く
さ
か
む
ら
）
は
長
野
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
年
間
平
均
気
温
は
11
・
２

度
と
松
本
平
に
比
べ
て
気
候
は
温
暖
で
あ
り
、

年
間
降
水
量
も
１
、０
０
０
㎜
前
後
と
県
内
で

は
比
較
的
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は
減

少
し
続
け
２
、０
５
０
人
程
で
す
が
、
住
む
人

は
あ
っ
た
か
く
、
や
さ
し
さ
に
満
ち
た
村
で
す
。

　

明
治
末
期
頃

か
ら
昭
和
50
年

代
ま
で
は
養
蚕

が
村
の
基
幹
産

業
の
位
置
を
占

め
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
60
年

代
に
は
、
巨
峰

産
地
作
り
が
開

始
さ
れ
、「
山

清
路
巨
峰
」
は

村
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
へ
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
で
は
、
昭
和
63
年
の
村
お
こ
し
事
業

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
資
源
を
使
っ
た
特

産
品
開
発
に
取
り
組
み
、
甘
梅
漬
け
や
柿
酢
を

商
品
化
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度

は
新
た
に
「
柿
渋
茶
せ
っ
け
ん
」
を
商
品
化
い

た
し
ま
し
た
。
信
州
生
坂
村
の
柿
渋
エ
キ
ス
と

人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
野
草
茶
を
、
植

物
性
油
脂
が
原
材
料
の
無
添
加
の
石
鹸
に
し
っ

か
り
と
煉
り
込
ん
だ
石
鹸
で
す
。

　

柿
タ
ン
ニ
ン
と
茶
カ
テ
キ
ン
の
相
乗
効
果
で
、

皮
脂
汚
れ
・
毛
穴
の
汚
れ
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質

を
サ
ッ
パ
リ
と
洗
い
流
し
、
気
に
な
る
汗
の
臭

い
な
ど
の
体
臭
・
加
齢
臭
を
お
さ
え
る
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
無
添
加
で
す
の
で

お
肌
が
敏
感
な
方
に
は
最
適
な
石
鹸
で
す
。
是

非
一
度
、
お
試
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
以
前
、
川
崎
市
内
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー

で
半
導
体
の
回
路
を
設
計
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
働
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
業
の
傍
ら
で
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
を
活
用
し
て
近
く
に
あ
っ
た
大
学
の
公
開
講

座
を
と
り
、
以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
勉
強
し
ま
し
た
。
研
究
の
過

程
で
全
く
新
し
い
形
状
を
備
え
た
茸
の
種
菌

（
茸
の
種
）
の
開
発
に
成
功
し
、
こ
れ
を
還
元

型
液
体
種
菌
と
命
名
し
ま
し
た
。
大
学
の
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
自
宅
マ
ン
シ
ョ

ン
の
一
室
に

ク
リ
ー
ン

ブ
ー
ス
を
設

置
し
実
験
器

具
を
揃
え
て

実
験
室
を
作

り
ま
し
た
。

週
末
を
利
用

し
て
川
崎
市

の
実
験
室
で

製
造
し
た
種
菌
を
実
家
（
佐
久
穂
町
）
の
エ
ノ

キ
茸
工
場
に
運
び
栽
培
試
験
を
繰
り
返
し
た
と

こ
ろ
、
茸
の
栽
培
期
間
の
大
幅
短
縮
と
収
獲
量

の
増
加
と
い
う
大
き
な
効
果
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
技
術
を
実
用
化
す
る
た

め
に
半
導
体
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
や
め
、
特
許
を
取

得
し
て
オ
リ
ジ
ン
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式

会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
開
発
ば
か
り
し
て
い
て
売
り
上
げ
が

殆
ど
な
い
会
社
で
し
た
が
、
近
年
は
知
名
度
も

あ
が
り
、
Ｊ
Ａ
殿
の
種
菌
セ
ン
タ
ー
に
も
採
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
開
発
力
を
活
か

し
て
、
今
後
も
地
元
産
業
の
発
展
の
た
め
に
お

役
に
た
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─

生坂村商工会

Syokoukai
NOW!

中信 Vol.82

「
柿
渋
茶
せ
っ
け
ん
」
を

　
　
　
　
　
　
　
商
品
化

こ
の
人
に

　

Vol.86

 

オリジンバイオテクノロジー株式会社
代表取締役　阿部 一成 氏

佐久穂町商工会

加齢臭をおさえる効果がある「柿渋茶せっけん」

テレビ局のインタビューに答える阿部さん

種菌培養のためのバイオリアクター

発売以来好評な犀川霧が育てた
健康酢「柿酢源」

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。
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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
方
へ

　

長
年
（
17
年
）
Ｉ
Ｔ
業
界
に
携
わ
る
中
で
、
多
く
の
企

業
の
方
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
の
ご
相
談
を
い
た
だ
き

ま
す
が
、
初
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
さ
れ
る
方
に
は
、

「
商
売
の
方
法
や
顧
客
へ
の
関
わ
り
方
は
企
業
に
よ
っ
て

違
い
、
そ
の
違
い
を
無
視
し
て
闇
雲
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
っ
て
も
売
上
や
集
客
が
上
が
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」

と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
相
談
を
受
け
た
方
に
、
誰
が
そ
の
企
業
の
顧
客
で
、

お
客
様
が
そ
の
企
業
の
何
に
価
値
を
感
じ
て
お
金
を
払
っ

て
く
れ
る
の
か
考
え
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
い
う
ツ
ー
ル
（
道
具
）
が
ど
う
役
立
つ
の
か
相
談
し

た
う
え
で
、
身
の
丈
に
合
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
方
は
、
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
有
効
活
用
で
き
て
い
な
い
方
へ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
多
額
の
費
用
を
か
け
て
通
販
サ
イ
ト

や
自
前
で
情
報
更
新
で
き
る
仕
組
み
な
ど
を
開
設
し
た
の

に
、
成
果
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
方
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

企
業
に
と
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
成
果
を
感
じ
る
時
は
、

「
売
上
に
結
び
つ
い
た
」「
集
客
に
結
び
つ
い
た
」「
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
」
な
ど
、
顧
客
と
の
間
で
何
等
か
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
時
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
を
得
る
た
め
に
は
、
誰
が
お
客
様
で
、
何
に

価
値
を
感
じ
て
自
社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
買
っ
て
く
だ

さ
る
の
か
を
考
え
、
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
そ
の
考
え

に
沿
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
が
重
要
で
す
。
も
し
そ

う
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
修
正
あ
る
い

は
再
構
築
が
必
要
で
す
。

　

顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
く
た
め
に
、
企

業
訪
問
・
面
談
・
展
示
会
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
常
に
行
っ
て

い
る
営
業
活
動
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
互
い
に
関
連
さ
せ
、

持
っ
て
い
る
経
営
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
成
果
に
結
び
つ

け
て
い
か
れ
る
よ
う
ご
提
案
し
ま
す
。

■
最
近
の
ネ
ッ
ト
販
売
事
情

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
展
開
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
す
べ
て
が
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
か

と
言
え
ば
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
や
技
術
革
新
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
新
し
い
ツ
ー
ル
も
時
代
ご
と

に
開
発
さ
れ
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

私
自
身
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
、

出
張
先
や
外
出
先
で
の
メ
ー
ル
や
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

シ
ー
ン
は
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
随
分
便
利
に
な
っ
た
反

面
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
首
輪
を
つ
け
ら
れ
た
感
も
あ
り
ま
す
。

ど
こ
に
い
て
も
連
絡
で
き
る
環
境
に
な
っ
た
こ
と
で
、
時

間
内
の
作
業
密
度
が
ど
ん
ど
ん
濃
く
な
っ
て
い
ま
す
。
息

が
抜
け
な
い
時
代
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
販
売
を
活
用
さ
れ
る
場
合
で
も
、
自
社
に
と
っ

て
レ
ス
ポ
ン
ス
の
早
さ
に
価
値
を
見
出
す
の
で
あ
れ
ば
、

Ｉ
Ｔ
機
器
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
も
選
択
し

利
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

■
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本

　

１
０
０
万
部
を
売
上
げ
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

「
も
し
高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ
カ
ー

の
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
読
ん
だ
ら
」（
岩
崎
夏
海
著
）

に
出
て
く
る
、
経
営
哲
学
の
父
・
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ

カ
ー
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
目
的
は
、
基
本
的
に
は
人
・
物
・

金
の
経
営
資
源
を
投
入
し
て
、
投
入
し
た
以
上
の
価
値
を

生
む
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
産
出
す
る
こ
と
が
企
業
の
社
会

的
責
任
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

単
純
に
利
益
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
責
任
を

果
た
し
企
業
を
取
巻
く
社
会
や
環
境
に
ま
で
貢
献
す
る
こ

と
が
、
本
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
目
的
と
な
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
解
釈
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
で
ど
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
含
め
て
、
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
社
会
は
手
軽
に
情
報
発
信
が
で
き
ま
す
が
、
信

用
失
墜
や
悪
い
情
報
も
早
く
広
が
っ
て
し
ま
う
両
刃
の
剣

で
す
。
で
す
が
、
決
し
て
臆
す
る
こ
と
な
く
貴
社
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
社
会
へ
情
報
発
信
し
て
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

　

色
々
な
企
業
様
の
事
例
も
ご
紹
介
で

き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ONE POINT ADVICE

経営

中
小
企
業
に
役
立
つ

　
　

Ｉ
Ｔ
活
用
方
法

　
　
　
　

ア
ド
バ
イ
ス

有
限
会
社
デ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

市
瀬 

彰
一 

氏
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１ 

．「
大
切
な
取
引
だ
か
ら
、
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
て
キ

チ
ン
と
し
て
お
き
た
い
」
と
お
考
え
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
の
法
律
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
契
約
が
当
事
者
の
口
頭
の
合
意
だ
け
で
有
効
に
成
立
し

ま
す
。
契
約
書
と
い
う
書
面
を
作
ら
な
い
と
法
的
効
力
が
生

じ
な
い
契
約
は
、
た
と
え
ば
更
新
が
生
じ
な
い
定
期
賃
貸
借

契
約
等
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
「
口
約
束
」
が
立
派
に
法
的
契
約
に
な
る
訳
で
、

そ
の
結
果
「
口
約
束
」
が
必
然
的
に
引
き
起
こ
す
「
言
っ
た
、

言
わ
な
い
」
の
水
掛
け
論
が
、
常
に
つ
き
ま
と
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、「
大
切
な
取
引
だ
か
ら
契
約
書
の
取
り
交
わ

し
を
」
と
い
う
考
え
方
は
、文
字
通
り
そ
れ
こ
そ
と
て
も
「
大

切
」
な
考
え
方
だ
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
肝
心
な
の
は
、
お
定
ま
り
の
条
項
を
書
き

当
事
者
の
ハ
ン
が
押
さ
れ
た
契
約
書
と
い
う
カ
ミ
を
作
る
こ

と
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
作
っ
た
契
約
書
の
中
身

だ
、
と
い
う
こ
と
も
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
良
い
」

契
約
書
を
結
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

２ 

．「
良
い
」
契
約
書
と
は
何
か
、
そ
れ
は
契
約
書
を
作
る

目
的
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

契
約
書
の
目
的
を
一
言
で
言
え
ば
「
契
約
当
事
者
が
ケ
ン

カ
状
態
に
な
っ
た
時
に
備
え
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

当
事
者
の
甲
さ
ん
と
乙
さ
ん
の
間
が
良
好
で
円
満
だ
か
ら

取
引
が
成
立
し
契
約
が
生
ま
れ
ま
す
。
も
し
そ
の
後
も
ず
っ

と
円
満
な
ま
ま
な
ら
、
契
約
書
な
ん
か
要
り
ま
せ
ん
ね
。
と

こ
ろ
が
往
々
に
し
て
円
満
な
甲
さ
ん
乙
さ
ん
の
仲
が
、
い
つ

か
あ
る
日
、
険
悪
な
ケ
ン
カ
状
態
に
な
る
可
能
性
が
低
く
な

い
か
ら
、
そ
の
場
面
で
ケ
ン
カ
を
収
め
る
基
準
が
必
要
に
な

り
、
そ
れ
を
予
め
契
約
書
に
書
い
て
お
く
べ
き
こ
と
に
な
る

の
で
す
（
ド
ン
パ
チ
始
ま
っ
た
後
に
な
っ
て
、
初
め
て
ケ
ン

カ
を
収
め
る
基
準
を
作
ろ
う
と
し
て
も
ム
リ
な
話
で
す
も
の

ね
）。

　

実
は
我
が
国
の
場
合
、
そ
う
し
た
ケ
ン
カ
を
収
め
る
基
準

は
予
め
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
法
と
か
商
法
と
か
の
、
実

定
私
法
と
呼
ば
れ
る
法
律
で
す
。
だ
か
ら
、
口
約
束
で
も
契

約
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
、
国
家
と
し
て
可
能
に
な
る
の
で

す
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
等
で
は
、
そ
う
し
た
実
定
法
が
基
本

的
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
契
約
の
当
事
者
は
、
契

約
書
に
ケ
ン
カ
を
収
め
る
基
準
を
い
ち
い
ち
書
い
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
等
の
契
約
書
が
、
や
た
ら

色
ん
な
事
柄
が
書
き
込
ん
で
あ
っ
て
む
や
み
に
膨
大
な
の
は
、

そ
の
た
め
で
す
。
最
近
、
日
本
で
も
そ
う
し
た
横
文
字
契
約

書
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
だ
け
と
思
わ
れ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
だ

け
無
茶
苦
茶
あ
る
契
約
書
を
目
に
し
ま
す
が
、
困
っ
た
こ
と

で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
等
と
違
っ
て
日
本
に
は
実
定
法
が
あ
る
の
に
契

約
書
が
作
ら
れ
る
の
は
、
個
別
の
契
約
ご
と
に
ケ
ン
カ
の
起

き
方
や
収
め
方
が
違
う
か
ら
個
別
事
情
に
即
し
た
規
定
が
必

要
に
な
る
、
と
い
う
理
由
が
ひ
と
つ
、
も
う
ひ
と
つ
は
契
約

当
事
者
の
ど
ち
ら
か
（
多
く
は
、
用
意
周
到
で
し
か
も
力
の

強
い
方
）
が
自
分
の
方
に
有
利
な
収
め
方
を
書
い
た
契
約
書

を
作
ろ
う
と
す
る
か
ら
で
す
。

３ 

．
当
事
者
の
ケ
ン
カ
状
態
に
備
え
る
こ
と
が
契
約
書
の
目

的
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
部
分
が
き
ち
ん
と
書
か
れ
て
い
な

い
契
約
書
は
、
契
約
書
と
し
て
の
意
味
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
そ
の
部
分
」
と
は
、
例
え
ば
、
ど
ち
ら
か
が
約
束
に
反

し
た
場
合
に
他
方
に
何
が
出
来
る
か
、
契
約
を
終
わ
り
に
す

る
つ
ま
り
ケ
ン
カ
別
れ
す
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
ケ
ン
カ
別

れ
し
た
場
合
の
後
の
始
末
を
ど
う
着
け
る
か
、
等
と
い
っ
た

部
分
、
そ
う
、
普
通
の
契
約
書
で
は
多
く
一
番
最
後
の
方
に

登
場
す
る
条
項
で
す
。

　

つ
ま
り
、「
良
い
」
契
約
書
を
作
る
に
は
、
こ
の
契
約
書

の
最
後
の
方
の
条
項
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
訳
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
取
引
で
将
来
自
分
と
相
手
が
ケ
ン
カ
に
な

る
場
合
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
だ
ろ
う
か
に
つ
い
て
十
分

想
像
力
を
働
か
せ
、
そ
の
場
面
で
少
な
く
と
も
自
分
に
不
利

な
収
め
方
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
確
か
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、こ
う
し
た
重
要
な
条
項
は
、多
く
将
来
（
取

引
に
よ
っ
て
は
10
年
も
20
年
も
先
）
に
起
き
る
ケ
ン
カ
状
態

を
カ
バ
ー
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
相
手
方
と
円
満
な
関
係
に

あ
る
現
在
で
は
、
つ
い
見
落
と
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
う

し
た
条
項
の
典
型
を
一
つ
だ
け
挙
げ
る
と
、
不
動
産
賃
貸
借

契
約
書
の
契
約
終
了
時
の
措
置
を
定
め
た
条
項
で
す
。
契
約

を
結
ぶ
と
き
に
は
ハ
ッ
ピ
ー
な
の
で
こ
の
辺
を
安
易
に
考
え

て
し
ま
い
、
ず
っ
と
後
の
契
約
終
了
の
時
期
に
な
っ
て
思
い

も
よ
ら
な
い
違
約
金
を
払
う
こ
と
に
な
っ
た
り
、
原
状
回
復

の
た
め
に
多
額
の
支
払
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

「
あ
の
時
コ
ン
ナ
契
約
し
た
っ
け
！
」
と
い
く
ら
嘆
い
て
も

紙
に
書
か
れ
た
事
柄
は
消
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
契
約
書
の
意

義
で
す
し
、
あ
る
意
味
恐
ろ
し
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
良
い
」
契
約
書
を
作
る
に
は
、
将
来
の
相
手
と
の
ケ
ン

カ
状
態
に
つ
い
て
想
像
力
を
発
揮
す
る
こ
と
だ
、
つ
ま
り
結

婚
す
る
と
き
に
離
婚
に
備
え
て
用
意
し
て
お
く
よ
う
な
も
の

だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
甚
だ
味
気
な
い
の
で
す
が
、
取
引
で

あ
る
か
ら
に
は
仕
方
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

ONE POINT ADVICE

法律

「
良
い
」
契
約
書
の

　
　
　
　
　

作
り
方

中
村
隆
次
・
田
鶴
子
法
律
事
務
所

弁
護
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中小企業退職金共済法施行規則の一部改正の概要

「同居の親族」とは、事業主と生計を一にする同居の親族です。

　　　　同居の親族のみを
　　　　雇用する事業所

　　　　�同居の親族とそれ以外の
従業員を雇用する事業所
《混在事業所》

平成23年１月から、事業主と生計を一にする同居の親族のみを
雇用する事業所の従業員も加入できることとなりました。

《加入できる方》
1.�小規模企業共済制度に加入していない方
2.�加入する際に以下の書類を提出できる方
　○�申込み従業員についての確認書（チェックシート：小規模企業共
済制度の契約者でないこと及び使用従属関係があることの確認書）

　○労働条件通知書の写し（ない場合は労働条件確認書）
　○賃金の支払いがあることが確認できる書類（賃金台帳の写し等）
　　�※�小規模企業共済制度の共済契約者であった期間は、過去勤務期間の対象となりません。

掛金助成の対象となりません 掛金助成の対象となります

《退職時に必要な書類》
　１.�被共済者退職届
　２.�退職従業員についての確認書（チェックシート）
　３.�労働条件確認書
　４.�賃金の支払いがあったことを確認できる書類（賃金台帳の写し等）

※２〜４は同居の親族以外の被共済者　　　は必要ありません。

★��　�の同居の親族が退職する場合には、
上記《退職時に必要な書類》以外に�
「退職事由証明書」の提出が必要です。

新規加入助成及び月額変更助成

個々の被共済者が同居の親族であるかどうかについて変更があった場合や、
事業所の雇用実態が同居の親族のみか　��そうでないか　��という状態に�
変更があった場合には届出が必要となります。
　　�※�定期的に使用従属関係を確認できる書類の提出が必要です。

同居の親族以外の
従業員は必要あり
ません

同居

同居　  その他

BA

A

A

B

｝

の
加入者範囲について
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TEL 026（234）7680

景気対応緊急保証景気対応緊急保証
●対象業種は原則として全業種（※）
　※農林水産業、金融業など法令上の対象外業種等を除きます

●一般保証枠とは別枠の無担保最高8,000万円まで
●法人代表者以外の保証人は不要
●保証料率年0.80％以下
取扱期間は平成23年3月31日までとなっております

　

全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
が
主
催
す
る
「
ふ
る
さ
と
小
包

グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
審
査
・
結
果
発
表
が
11
月
25
日
、
茨
城
県
つ

く
ば
市
で
開
催
さ
れ
た
第
12
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
に
お

い
て
行
わ
れ
、
応
募
63
点
か
ら
上
位
6
点
の
小
包
が
入
選
決
定

し
ま
し
た
。

　

長
野
県
か
ら
は
、
筑
北
村
、
生
坂
村
、
坂
城
町
商
工
会
女
性

部
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
魅
力
が
ぎ
っ

し
り
詰
ま
っ
た
小
包

が
出
品
さ
れ
、
い
ず

れ
も
高
い
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
坂
城
町
商

工
会
女
性
部
の
「
信

州
さ
か
き
町
の
味
を

“
お
す
そ
わ
け
”」
が

上
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
選
し
た
6
点
に

つ
い
て
は
、
11
月
27

日
～
29
日
に
池
袋
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
「
地
域
力
宣

言
２
０
１
０
ニ
ッ
ポ

ン
全
国
物
産
展
」
に

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、

平
成
23
年
3
月
発
刊

予
定
の
商
工
会
特
産

品
情
報
誌
マ
ル
シ
ェ

№
20
に
掲
載
さ
れ
る

予
定
で
す
。

商工会女性部
「2010ふるさと小包グランプリ」に

坂城町商工会女性部の小包が入選しました

地域の魅力がぎっしり詰まったふるさと小包
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　信州デスティネーションキャンペーン用に一部修正を加え、ガイドブックを増刷いたしました。ご所望の方は
お近くの商工会へお問合せください。
　『信州お出かけ食べルート』ホームページ　URL：http://www.nagano-sci.or.jp/19route/index.html

地元若衆・女衆が 
　　　　　 おしえる

信州お出かけ
食べルート

こっそり

木曽中山道ツアー ～宿場と酒蔵を訪ねて～

体にやさしい高原ドライブ ～木曽山間部をめぐるルート～

栗餡しるこセット（南木曽町）、ライスカレー（塩尻市奈良井）

　日本を代表する宿場をまわるルート。昔から変わらぬ味の地酒を求めて
旧中山道を堪能できます。

ほうば巻き（木曽郡内）、ほうば寿司（上松町）

　木曽路はすべて山の中である。豊かな自然をめぐる「体にやさしい高原ドライブルー
ト」には、１日かけてドライブするのにふさわしい素敵なスポットがたくさんあります。
「見る」もよし、「食べる」もよし、「体験する」もよし。きっと、あなたは木曽路の雄
大な自然に癒されるでしょう。

若衆おすすめスポット・コース

若衆おすすめスポット・コース

女衆いちおしうまいもん

女衆いちおしうまいもん

ルート No.

11

ルート No.

12
塩 尻 ・ 木 祖 ・ 木 曽 ・ 上 松 ・ 大 桑

南 木 曽 ・ 大 桑 ・ 木 曽 ・ 木 祖 ・ 塩 尻

阿寺渓谷

妻籠宿

阿寺渓谷 中津川 IC

伊那 IC 木曽町新開
〜開田高原 長野県製薬㈱ 東京大学

木曽観測所
木曽川
蛙岩

赤沢自然
休養林

奈良井
ダム

味噌川
ダム

30分 30分 30分40分 30分

30分 40分

30分

30分

奈良井（塩尻） 木祖 開田 王滝 三岳

上松 大桑

上松

飯田 IC 妻籠宿 須原宿 薮原宿 奈良井宿福島宿
45分 25分 20分 30分 20分 30分

南木曽 大桑 木曽 木祖 塩尻

塩尻 IC



平
成
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年
1
月
１
日
発
行
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編
集
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発
行
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長
野
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商
工
会
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合
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長
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長
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会
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発
行
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式
会
社
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